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食事はヒトの心身の発達を促す原動力となる重要な役割であり，健康の維持・増進，生活習慣病の予
防には，望ましい食生活の実践が重要な要素のひとつである。本調査では，女子ジュニア新体操選手
の親を対象に，食事摂取頻度と食に関する意識について基礎資料を得ることを目的とした。その結
果，本調査の対象となった女子ジュニア新体操選手の食欲は，90％の者は食欲があると思うと回答し
たが，ローレル指数では，29％がやせぎみ，６％はやせであった。また，朝食の食事摂取状況は概ね
良好であったが，夕食では，45％の女子ジュニア新体操選手は夕食時刻が決まっていないことが明ら
かとなった。審美系競技のジュニアアスリートやその保護者においては肥満ではなく，痩せに関する
対策や指導が必要があり，成長期年代において，正しい生活習慣と十分なエネルギー及び栄養素摂取
のできる食習慣を身に付ける必要がある。 
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Ⅰ．背景

　食事はヒトの心身の発達を促す原動力となる重要な
役割であり，健康の維持・増進，生活習慣病の予防に
は，望ましい食生活の実践が重要な要素のひとつであ
る。人が生きていくための基本とも言える体力をつけ
るには，「食事」「運動」「睡眠」のバランスが重要で
ある。文部科学省では，体力の向上に資する子どもの
生活習慣の改善は，「よく食べ，よく動き，よく眠る

“健康３原則”」をあげている（文部科学省，2004）。
　今日，ヒトの食生活は科学と技術の発展に伴い変化
し，社会における食に対する情報の多様化やコンビニ
エンスストア，ファミリーレストランなどの普及によ
り，「好きな時に好きなものを好きなだけ食べられる」
という「食の氾濫」が起こり，生活習慣病を始めとす
る肥満，痩せの増加だけでなく，栄養バランスを取れ
ずに現代型栄養失調に影響を与え，社会的問題を引き
起こしている。向井ら（2018）は，小学６年生から痩
せたいという希望があることを明らかにしており，森
ら（2003）は，女子小中学生の12.1％が摂食障害の可

能性があるとの報告をしている。近年痩身であること
が良いという認識が強く根付いており，太っているこ
とは，不健全である，あるいは自己管理ができていな
いといったマイナスの印象が強くなっている。
　アスリートの減量のタイミングは種目によって異な
り，体重階級制であるレスリング競技では，試合に向
けて短期的な急速減量を行なうことが多いが（久木留
ら，2007），表現力や見た目の美しい体型等の印象が
採点にとって有利となる審美形競技の選手では，理想
の体型を目指して減量をほぼ日常的に行なっているこ
とが多い（小清水，2008）。石崎ら（2014）によると，
女子新体操選手の現場の指導者は体脂肪率17％以上で
あると太って見えるとしている。また，61名の指導者
にアンケート調査を行ったところ，準備期と試合期に
おいて約70％の指導者が選手の体重を制限し，移行期
では約60％の指導者が体重制限をしていることが明ら
かとなっている。しかし，選手の食事の把握について
は，準備期と移行期で約30％，試合期では45%と前述
した体重に比べて低い値を示している。本来身体を作
るためには食事の量や質に着目する必要があるが，こ



のように指導者は体重ばかりを気にする傾向にある。
　Thompsonら（1995）によると，もともと痩せ気味
の選手では，ダイエットはさらなる減量に貢献しない
ことを示唆している。減量の問題点は食事制限をする
ことにより，健康障害を引き起こすことである。新体
操選手はジュニア時代から「体重」という言葉と長く
付き合った結果，減量の主は食事となり，「重さ」を
気にして軽い食べ物を選んでしまう傾向があるとされ
ている（石崎ら，2006）。子どもにとって食事は健全
な心身の発達・発育に影響し，味覚や食嗜好の基盤と
なるもので，それ故にこの時期の食育は生涯にわたる
健康づくりの基礎となる極めて重要なものである。　
　そこで本調査では，女子ジュニア新体操選手の親を
対象に，食事摂取頻度と食に関する意識について基礎
資料を得ることを目的とした。成長期年代において，
正しい生活習慣と十分なエネルギー及び栄養素摂取の
できる食習慣を身に付けることが，健康的なからだと
将来のアスリートとしてのからだをつくることにな
る。

Ⅱ．方法

１．対象者および調査方法

　2020年１月に，同意が得られたО県の３つの新体
操クラブに通う女子ジュニア新体操選手（9.6±2.4歳）
70名の保護者を対象とした。クラブごとにクラブ責任
者が無記名自記式質問用紙を配布・回収する方法で調
査を実施した。調査票の表紙に，調査の趣旨，個人情
報の保護，回答は自由意思であり拒否や中断が可能で
あることを明記し，調査票の提出により調査協力への
同意とみなすことについて説明をした。

２．調査項目

　調査方法は，アンケート調査を実施し，留置法によ
る自記式で行った。
　調査項目は，「年齢」，「身体的特徴（身長・体重）」，

「食欲の有無」，「子どもの食事状況」，「食で大切にし
ていること」，「お弁当作りで大切にしていること」と
した。
　「身体的特徴」は自己申告とした。
　「食欲の有無」は，保護者から見た子どもの食欲の
有無について，「子どもの食欲はある方だと思います
か」の質問文に対して，「はい」，「いいえ」の選択肢
を設けた。
　「子どもの食事状況」では，「食事時刻」，「摂取頻

度」，「共食状況」朝食と夕食のそれぞれについて，回
答するようにした。「食事時刻」が決まっている場合
のみその時刻を記入するようにした。
　「食で大切にしていること」では，「栄養バランス」，

「三食食べること」，「楽しく食べること」，「子どもと
一緒に食べること」，「手作り」，「旬の食材を使う」，

「地元の食材を使う」，「食事のマナー」，「添加物を控
える」，「その他」の10項目のうち大切にしていること
の上位３つを選択するようにし，「その他」を選択し
た場合には記述するようにした。
　「お弁当作りで大切にしていること」では，「栄養バ
ランス」，「好きなものを入れる」，「嫌いなものを入れ
る」，「嫌いなものは入れない」，「子どもの要望」，「衛
生面」，「彩り」，「食べやすさ」，「旬の食材を使う」，

「品数」，「子どもの味付け」，「行事食」，「その他」の
11項目のうち大切にしていることの上位３つを選択す
るようにし，「その他」を選択した場合には記述する
ようにした。

３．分析方法

　回収した70部のうち，記入漏れのない69部を分析対
象とした。統計処理にはエクセル統計2019を用い，数
値は全て平均値と標準偏差で示した。ローレル指数は
身長と体重から算出した。共食状況については，家族
のうちだれか１人と食べている場合には共食とし，１
人で食べている場合は孤食とした。

Ⅲ．結果

１．身体組成

　調査対象となる子どもの身長は133.4±14.3cm，体
重は29.4±8.1kgであった（表１）。

表１　対象者の身体組成

　令和元年度学校保健統計の９歳女児も133.4cmと同
じ値であった（文科省，2020）。体重において，令和
元年度学校保健統計の９歳女児では，30㎏と同程度で
ある。
　ローレル指数は58％が正常であり，29％がやせぎ
み，６％はやせ，４％は肥満ぎみであった（図１）。
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図１　ローレル指数

２．食欲の有無

　食欲の有無に関しては，「食欲があると思います
か？」という問いに対して，90％の者が「はい」と
回答し，「いいえ」と回答した者は10％であった（図
２）。

図２　食欲の有無

３．子どもの食事状況

１）朝食
　「朝食の食事時刻が決まっていますか？」という質
問に対して99％は「はい」と回答し，１％は「いいえ」
と回答した（図３）。食事時刻は７：00と回答した者が
最も多く52名であった。最も早い時刻の者は６：00で
３名おり，最も遅い者は８：00であった（図４）。
　朝食摂取頻度は97％が「毎日食べる」と回答し，
３％が「ほとんど毎日食べる」と回答した（図５）。
朝食時共食をしている者は94％であり，６％は孤食で
あった（図６）。

図４　朝食の時刻

２）夕食
　「夕食の時刻が決まっていますか？」という質問に
は，「はい」が55％であり，「いいえ」が45％であった

（図７）。食事時刻は19：00と回答した者が17名と最も
多く，一番早い時刻の者は17：00で３名おり，最も遅
い者は21：30であった（図８）。
　夕食摂取頻度は100％の者が「毎日食べる」と回答
し，回答したすべての対象者が共食であった（図９，
10）。

図８　夕食の時刻

４．食に関する意識調査

１）食で大切にしていること
　食で大切にしていることに関する項目では，10項目
の選択肢から，重要であると考えるものを上位３つ選
択する形式とした。そのうち１つは「その他」を設定
し，自由記述欄を設けた。
　最も多い回答は「栄養バランス」であり，次に「三
食食べること」，「子どもと一緒に食べること」となっ
た（図11）。

図11　「食で大切にしていること」

２）お弁当作りで大切にしていること
　お弁当作りで大切にしていることに関する項目で
は，11項目の選択肢から，重要であると考えるものの
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上位３つを選択する形式とした。そのうち１つは「そ
の他」を設定し，自由記述欄を設けた。
　最も多い回答は「彩り」であり，次に「栄養バラン
ス」，「好きなものを入れる」となった。「その他」を
選択した者は２名であり「冷食（冷凍食品）を使わな
い」，「いつも同じにならない」と記述した（図12）。

図12　「弁当作りで大切にしていること」

Ⅳ．考察およびまとめ

　本調査では，女子ジュニア新体操選手の親を対象
に，食事摂取頻度と食に関する意識について基礎資料
を得ることを目的とし調査した。
　本調査において，対象となる女子ジュニア新体操選
手の身体組成の平均値は，令和元年度学校保健統計と
差がなかった。ローレル指数が正常であった者は約６
割であり，３割強はやせぎみ，あるいはやせであっ
た。しかし，90％の保護者は食欲があると回答してお
り，保護者が食欲があると判断していても，食欲に対
して食事摂取量が適正でない可能性がある。対象と
なったジュニアアスリートは全て女児であることか
ら，早期に適切な食事指導を行うことが，今後の女
性アスリートの栄養上の課題の解決につながると考
える。西沢ら（1997）は小学生を対象とした体形認識
の研究において，小学校低学年から痩せ願望が既に存
在していることを明らかにしている。足立ら（2007）
は，肥満と痩せの子どもが増加傾向にあることを「肥
満と痩せの二極化」と述べている。科学の進歩にとも
なった生活の簡便化により，身体活動量が低下し，小
児肥満は社会的な問題として学校や家庭において対策
が講じられている。審美系競技のジュニアアスリート
やその保護者においては肥満ではなく，痩せに関する
対策や指導が必要である。
　子どもの食事状況では，99％が朝食の時刻が決まっ
ていると回答している一方で，夕食の時刻が決まって

いる者は55％となった。近年，子どもの朝食欠食が
問題となっており，朝食を欠食する小学生の割合は，
2018年度は5.5％であり中学生では，８％と増加傾向
にあるが，本調査対象者は100％が「毎日食べる」あ
るいは「ほとんど毎日食べる」と回答した（農林水
産省，2019）。主食・主菜・副菜のそろった朝食を
摂っている者は３割を満たないという報告があるた
め（日本学校保健会2017），この朝食の内容に着目す
る必要がある。本調査では練習時間や練習の頻度の
調査を行っていないが，ジュニアアスリートは，平
日の夕方に練習をしている者が多く，練習の有無に
よって食事時刻が定まっていないことが考えられる。
　夕食ではすべての対象者で共食をしていたが，朝
食では６％が孤食であった。共食者との食事は喫食
者の笑顔の生起数を有意に増加させ，ストレスの軽
減となることが明らかになっている（定金，2010）。
食事は栄養摂取だけでなく，子どもにとっては心身
の発達に影響を与えるため，食事をする際は，食事
環境の設定も重要であるといえる。
　食に関する意識調査では，「食で大切にしているこ
と」で最も多い回答は「栄養バランス」であった。
本調査では，食事記録を取っていないため，この意
識と実際の食事を比較することは不可能である。こ
の「栄養バランス」の実態を明らかにしていく必要
がある。そうすることで，女子ジュニアアスリート
でのやせが防止できると考える。
　また，お弁当作りで大切にしていることでは「彩
り」が最も多い回答となった。「味」「おいしさ」は，
味覚だけでなく嗅覚，視覚，触覚，聴覚といった感
覚が働いて決定される（佐久間，2018）。その中でも
視覚が果たす役割は大きく，「最初の味覚はたいてい
視覚から生じる。」と言われている（Imram，1999）。
彩り野菜の増加は食欲を増進させる効果が明らかと
なっている。家で食べることのないお弁当において，
彩りを大切にすることは，食欲に影響を与えるとい
える。
　本調査の対象となった女子ジュニア新体操選手
の朝食の食事摂取は概ね良好であったが，夕食で
は，時刻が決まっている者は55％となり，45％の女
子ジュニア新体操選手は夕食時刻が決まっていない
ことが明らかとなった。また，食に関する意識では，
栄養バランス，彩りを大切にしているという回答が
最も多かったが，食事内容については明らかとなっ
ていないため，今後調査する必要がある。
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